
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回検討委員会では、今後の検討の参考とするため、先進施設の視察を行いました。 

〇長久手市文化の家 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 

第２号 
発 行：(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会事務局(津市文化振興課 ☎229-3250） 

発行月：平成 25 年 8 月 

開催概要 
会 議 名 第 2 回(仮称)津市久居ホール整備基本計画検討委員会 
日  時 平成 25 年 8 月 1 日（木） 8：00～19：30 
場  所 長久手市文化の家、武豊町民会館(ゆめたろうプラザ) 
出 席 者  検討委員 13 名及び事務局  

※このニュースレターは、(仮称)津市久居ホール整備に関する検討状況についてお知らせするため、随時発行
し、市内各総合支所、ホール等に配布しています。また、津市ホームページでも見ることができます。 

＜運営の特徴＞ 

・長久手市直営で管理運営している。 

・市職員は 21 名（うち嘱託、臨時職員 6 名） 

 市の職員として舞台技術専門スタッフが

おり、事業の企画立案も行っている。 

・人的資源として、創造スタッフや市劇団、

市合唱団、ボランティアスタッフがある。

愛知県立芸術大学と連携協定も結んでい

る。 

・行政サービス窓口も設置されており、会館

職員が兼務している。 

・公民館機能を併設している。 

 

＜施設概要＞ 

森のホール（418 席～819 席：可動式） 

風のホール（300 席） 

光のホール（101 席） 

展示室、舞踊室、音楽室、講義室、美術室、

生活工房、食文化室、和室、会議室等 

敷地面積：24,619.69 ㎡ 

建築面積： 7,894.54 ㎡ 

延床面積：17,488.09 ㎡ 

＜事業の特徴＞ 

・自主事業を、年間 100～130 本程度行っ

ており、そのうちホール事業は 40～50 本

程度実施している。 

■呼び込み型事業 

 文化の家で公演や体験事業を行っている。

ロビーを使ったコンサートや保育園児を

対象としたコンサートなども行っている。 

■お届け型事業 

スタッフや市合唱団等が市内の学校や福祉

施設などへ出向き公演や指導をしている。 



〇武豊町民会館（愛知県知多郡武豊町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・久居ホールを「どういう規模でホールを作るのか」と「どういうコンセプトや考え方でホ

ールを作るのか」ということをきちんと考え合わないといけないと改めて思った。ずっと

市民の方が使い続けられるような仕組みが必要。 

・武豊町民会館を視察して、新しい文化施設は文化・芸術において何か目標を持った大人も

しくは人材を育んでいけるような場所であってほしいと思った。文化芸術に秀でた誇れる

人が郷土から出る・育む場所であったらうれしいなと思った。 

・美術部門の立場からすると、津市展を一か所で開催できることが基本の姿勢である。今日視

察した施設のギャラリーの規模・設備では納得できないので、そういう検討も一緒にしてい

ただきたい。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 稲垣　博司 津市自治会連合会久居支部会長
2 大月　　淳 国立大学法人三重大学大学院工学研究科准教授
3 大幡　貞夫 久居地区地域審議会会長

4 小嶋みゆき 四季の彩り祭り実行委員会委員長

5 齋藤　満男 久居音楽祭実行委員会委員長

6 佐藤ゆかり 一般公募

7 佐橋　俊美 NPOどんど代表理事

8 菅内　章夫 ひさい版仮装大笑運営委員会会長
9 髙橋　秀典 久居洋画協会副会長

10 中森　堯子 久居文化協会会長

11 別所　正樹 久居商店連盟会計

12 松浦　茂之
公益財団法人三重県文化振興事業団
三重県文化会館事業推進グループグループリーダー

13 山田　康彦 国立大学法人三重大学教育学部教授

14 山本　賢司 一般公募
15 若林　善周 津市文化芸術団体連絡協議会会長

＜施設概要＞ 

輝きホール（678 席） 

響きホール（272 席） 

練習室、和室、ギャラリー、 

スタジオ、情報考房、創作工房、

ミーティングルーム等 

敷地面積：23,497.81 ㎡ 

建築面積： 5,948.10 ㎡ 

延床面積： 8,990.24 ㎡ 

＜運営の特徴＞ 

・行政と NPO の協働による

運営。企画委員会で行政や

NPO たけとよ、ボランティ

アスタッフなどと調整を図

り、事業を推進している。 

 

〇視察の感想 

【検討委員会メンバー】 

 

・施設設計段階から住民参加によるワークショップを重ね

た結果、自分たちで事業をしたいという意見が出た。

「NPO たけとよ」を設立し、町から委託を受け事業を

行うこととなった。現在は、町から全事業のうち 2／3

程度事業の委託を受けており、残り１／３は、NPO が

自主事業を実施している。 

 

（五十音順） 


